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 世
羅
町
重
要
文
化
財 

木
造
弘
法
大
師
坐
像 

昭
和
59
年
５
月
15
日
指
定 

 

真
言
宗
の
開
祖
弘
法
大
師
空
海
の
像
で
今
高
野
山
安
楽
院
（
建
物
は
県

重
文
）
に
伝
来
し
た
も
の
で
す
。 

右
手
に
五
鈷
杵
を
持
ち
、
椅
子
に
正
座
す
る
坐
像
で
、
胎
内

た
い
な
い

に
墨
書

ぼ
く
し
ょ

銘 め
い

が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
読
み
取
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

像
高
は

57.5cm

、
木
造

玉
ぎ
ょ
く

眼 が
ん

彩
色

さ
い
し
き

（
下
地

漆
う
る
し

塗 ぬ
り

）、
寄 よ

せ

木 ぎ

造
づ
く
り

。

形
式
か
ら
見
て
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
の
作
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。
な
お
、
椅
子
は
後
世
に
補
わ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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世
羅
町
重
要
文
化
財 

三
仏
寺
版
木 平

成
４
年
１
月
16
日
指
定 

 
 
 
 

こ
の
版
木
は
、
木
製
で
、
縦
26.8

cm
、
横
34

cm
、
厚
さ
2.5

cm
。
裏
面
に

「
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
） 
霜
月
吉
日
」
と
の
陰
刻
が
あ
る
も
の
で
す
。 

向
か
っ
て
右
側
に
牛 ご

玉 お
う

宝
印

ほ
う
い
ん

、
向
か
っ
て
左
側
に
三
仏
寺
と
浮
き
彫
り

に
し
て
あ
り
ま
す
。
魔
除
け
や
五
穀
豊
穣
な
ど
を
願
う
住
民
の
信
仰
を
知

る
う
え
で
貴
重
な
資
料
と
い
え
ま
す
。 

こ
の
「
牛
玉
宝
印
」
銘
の
あ
る
版
木
の
存
在
に
よ
り
、
中
世
熊
野
三
山

の
御 お

師 し

先 せ
ん

達 だ
つ

（
山
伏
）
が
盛
ん
に
作
成
頒
布
し
た
と
同
様
の
事
が
、
三
仏

寺
で
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
で
、
民
俗
学
的
に
も
重
要

な
資
料
と
い
え
ま
す
。 

【
版
木
と
は
】 

 

文
字
（
経
典
）
や
絵
な
ど
を
彫
り
刻
ん 

だ
木
の
板
で
、
日
本
で
は
彫
り
や
す
く
堅 

く
て
伸
縮
度
の
少
な
い
山
桜
の
板
材
が
よ 

く
使
わ
れ
て
い
る
。
絵
画
な
ど
の
細
密
彫 

り
に
は
ツ
ゲ
も
用
い
ら
れ
る
。 

【
三
仏
寺
に
つ
い
て
】 

文
政
３
年
（
一
八
二
〇
）
の
「
黒
渕
村 

国
郡
志
御
用
下 し

た

弾
し
ら
べ

書
出
し
帳
」
に
よ
る 

と
、
本
尊
薬
師
如
来
坐
像
、
脇
立
に
十 

二
神
将
と
あ
り
、
元
は
壱
間
半
四
面
の
御 

堂
で
、
元
亀
３
年
（
一
五
七
二
）
の
棟
札 

が
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。 


